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1〔論　文〕
Ⅰ　はじめに
　1973年に成立したイギリスのブリティッシ
ュ・ライブラリー（British Library，以下 BL）
は，図書館界における20世紀最大の「実験」で
あった１）。その評価は歴史が新しすぎるため
まだ全面的にはおこなわれていない２）。本稿
は「BLの成立と発達過程」をたどることによ
って，本図書館の歴史が意味する要旨を探るこ
とを目的としている。
　BLは2005年に21世紀における「図書館の再
定義（Re-defining the Library）」と題する「戦
略計画」を発表した３）。その要旨は，情報技
術の革新により21世紀の図書館は，BLも含め
てその機能を「再検討」せねばならないという
ものであった。図書館は20世紀の後半にどのよ
うに変わったのであろうか。その内容は本論の
最後で取りあげることにするが，一言で述べる
とすれば，資料のデジタル化により図書館の収
集，保存，提供の姿は根本的な変化を求められ
たことであった。しかし，ここでは BLの成立
の意義と図書館界に与えた影響について述べる
にとどめる。BLの成立にはいかなる意味があ
ったのであろうか。
Ⅱ　BL創設以前の国立図書館
　BL は1973年にデイントン（F. S. Dainton）
を議長とする委員会の勧告によるイギリスの国
立図書館および関係機関の「合併」によって成
立した。委員会で取りあげられた図書館は「大
英博物館図書館（British Museum Library）」
「国立科学技術貸出図書館（National Lending 
Library for Science and Technology）」「国立
科学発明参考図書館（National Reference 
Library of Science and Invention）」「国立中央
図書館（National Central Library）」であった。
さ ら に は「 科 学 博 物 館 図 書 館（Science 
Museum Library）」も検討の対象であった４）
が，この図書館は合併を保留された。合併とい
えば，図書館成立後の動きとして「インド局図
書館（India Office Library and Records）」お
よ び「 国 立 音 声 資 料 館（National Sound 
Archive）」が BLに併合されたことも付記して
おこう。こうした図書館施設の合併は，それま
での図書館の歴史のなかでは未曾有なことであ
った。権力による収奪があり，革命や戦争によ
るコレクションの併合（例えばフランス革命と
ナポレオン戦争による図書の収奪）はあったも
のの，対等な「合併」はそれまでの図書館の歴
史のなかでもなかった。それが実現した経緯に
はいくつかの事情があった。
　「合併」を可能にした理由の一つに，19世紀
以前から存在していた大英博物館図書館の機能
の停滞があった。ここは , 1870年代（館長パニ
ッツィ（Antonio Panizzi）の時代）までコレ
クションの拡大を続けていたが，資料収納の手
当てがつかずに，分散化を始めていた。新聞図
書館は別館となり，東洋語資料は本館外に移さ
れた。加えて，運営は歴史的な家系の世襲委員
を多数抱えていた博物館理事会の専権事項であ
り，専門家を自称する職員の意識は古いままで
あって，学術研究者（主として文学・歴史）に
は奉仕していたが，市民には利用しづらい図書
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館となっていた。20世紀に入って，館長ケニヨ
ン（Frederic Kenyon）を議長とする委員会が
イギリス全体の図書館資源のあり方と大英博物
館図書館の姿勢の検討を求めたが，世襲理事の
多い博物館理事会はそれに応じなかった５）。20
世紀後期には場所の手当てがつかず，政府に増
築を申請していたが，実現には至らなかった。
政府としてもこの問題を何とかせねばならなか
った。
　次に国立の「貸出図書館」が当時２館存在し
ていたこともその理由に挙げられよう。国立中
央図書館（前身は学生中央図書館（Central 
Library for Students））は第一次世界大戦勃発
後の成立であり，この時期にイギリスはすで
に，世界に先がけて公共図書館のネットワーク
化にのりだしていた。遅々として進まなかった
イギリスの公共図書館の発達にはずみをつけた
この図書館は，足りない部分の蔵書を外部協力
館（Outlier Libraries)とのネットワーク網で
カバーし，自館を貸出図書の中央館に据えた。
そして，全国各地区に地域図書館機構を設置
し，中央館と地域図書館機構との連携のもとに
全国貸出システムを実現させた。このようにし
て，イギリスでは，1920年代から1930年代にか
けて，全国の公共図書館の協力ネットワークが
完成したのである６）。それが実現できたのは，
イギリスという国土が全国的なネットワークの
実現に適する広さの島国であり，この国ではす
でに交通・通信といったインフラが整っていた
からであった。地域のネットワーク化の方向は
BLの成立時にも生かされた。ここには，連合
王国という，まとまりやすい小国の利点がいか
んなく示されていた。中央集権的な「核」を設
置しながら，地方を重視する思想は，拠点的な
工業都市を19世紀に発達させ，20世紀にはコミ
ュニティ図書館を重視した考え方のなかにも現
れている。国立中央図書館が，世界の図書館界
に示したもう一つの特徴ある活動は中央館と地
域図書館機構で編纂した「総合目録（Union 
Catalogue）」であった。この活動はドイツの学
術図書館と軌を一にしており，最終的には BL
に吸収されたものの，開始した1930年代にはも
っとも進んだ，公共図書館を網羅したネットワ
ーク化の基盤となっていた７）。
　科学技術資料の重要性は，科学博物館図書館
の利用ですでに認知されていたが，1957年のス
プートニク・ショックを契機にその重要性が見
直された。国立科学技術貸出図書館は1962年
に，国の特許局図書館を取り入れ特許明細と関
連資料を中心とした国立科学発明参考図書館は
1966年に，それぞれ発足していた。このうち，
国立科学技術貸出図書館による科学技術資料の
イギリス全土ならびに世界各国への貸出活動は
特筆に値する。この図書館の独自性は，創設者
アーカート（D. J. Urquhart）の思想にあった。
科学技術資料の利用傾向の特質を見抜き，それ
にそったコレクション作りを実行し，この方面
の資料の全国貸出を成功させていたのであっ
た。郵送貸出の効率性から，拠点をロンドンか
ら離れたヨークシャーのボストン・スパにおい
たが，そこは資料を郵送でイギリス全土ならど
こにでも一日半以内で届けられる島のほぼ中心
地であった８）。ヨークの空港から発送される
分は，外国にも迅速に届けることができる。こ
うして，利用者数を順調に伸ばしていった。さ
らに，館内の合理的な資料と職員の配置も利用
者数を伸ばす重要な要因の一つとなっていた。
図書館の運営を合理的に考えるアーカートの思
想は，それまでにいずれの図書館にもないもの
であった。もう一つ，この図書館の優れた活動
例として挙げておかねばならないのは，外国語
（ロシア語，日本語，その他）の論文の翻訳で
あった。図書館による翻訳活動は当時のアメリ
カでもその例が見られたが，この図書館は，こ
れを資料増加の手段としていた９）。経済効率
性の点から，かなり多くの図書館活動（書誌サ
ービス，その他）が，その後に，土地代の安い
ボストン・スパに移されているのも，アーカー
トの先見の明というべき事柄であろう。以上の
ような国立の図書館コレクションのすべてが
BLに併合されたのであった。
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Ⅲ　BL創設の背景
　上述した既存の図書館を「合併」した BLは
いかなる経過のもとに成立したのであろうか。
その第一の理由は，時代の要請にあった。イギ
リスは19世紀ヴィクトリア朝における「世界覇
者」の地位を20世紀に入り次第に失ってい
た10）。特に二つの世界大戦による被害を最大
限に被ったのであり，その経済への影響は計り
知れないものがあった11）。20世紀にイギリス
が世界に新たに登場したのは，政治・経済の大
国としてではなく，学術・文化の面によってい
た。イギリスの文化史の流れから見るなら，
BLは，イギリスが20世紀初頭に失った政治の
中心を文化面で取り戻す計画と言えた。つま
り，世界の図書館活動の中心の座を占めること
でこの国の威信を，今度は学術活動と文化活動
面で示そうとしていたのである。20世紀に入っ
たイギリスは，特に学術と文化の面で異彩をは
なっていた。オックスフォードとケンブリッジ
はもはや貴族や富裕階級の子弟による独占の場
ではなくなっていた。結果として科学方面での
ノーベル賞の受賞者を輩出することになった。
20世紀のロンドンは，学術のみならず文化や音
楽からスポーツへと至る著名な作品と人士を送
り出していた。ファンタジー小説（『ナルニア
国ものがたり』『指輪物語』『ハリー・ポッタ
ー』シリーズ）の系譜はイギリスの専売特許の
感がある12）。1970年代のテレビ番組「モンテ
ィ・パイソン」シリーズは輸出されて政界に知
られた。ハリウッドのスペクタクル大作とは異
なるイギリスの文芸映画『インドへの道』『眺
めのいい部屋』『ハワーズ・エンド』などは世
界の映画ファンを魅了した。ナショナル・シア
ターで展開される舞台は , ロンドンを劇場芸術
の中心としていた。戦後のイギリスが世界の注
目の的となったのは，音楽やスポーツにおいて
も同様であり，「ブリットポップ」のスパイス・
ガールズはアメリカの軽音楽界をも席巻，イギ
リスのサッカーは，マンチェスター・ユナイテ
ッドのデビッド・ベッカムの活躍により世界的
に盛りあがりを見せていた。イギリスにおける
20世紀の学術と文化のこうした隆盛を象徴して
いるのは，2004年にオックスフォード大学出版
会が61冊（総計約６万頁）で刊行した『オック
スフォード・イギリス伝記事典（Oxford 
Dictionary of National Biography）』の刊行であ
ろう13）。この事典は1882年に編纂を開始し，
1900年までのイギリス人故人を網羅した『イギ
リ ス 伝 記 事 典（Dictionary of National 
Biography）』の続編とも言えるものであっ
た14）。後者が19世紀末までのイギリス人の伝
記事典であって，特に18・19世紀の王室や貴族
階級の人物が網羅されていたのに対して，前者
では20世紀末までのイギリス各界の人物が広い
範囲で取り入れられていた。そこで目立つの
は，特に20世紀に活躍した研究者や芸能分野の
人物（映画監督，オペラ歌手，舞台俳優など）
であり，実務畑である図書館界の人物も150名
ばかりが採録されていた15）。前世紀の『イギ
リス伝記事典』では図書館員の項目はきわめて
わずかであったものの，『オックスフォード・
イギリス伝記事典』では採録された人物の範囲
が異なっていた。すなわち，ヴィクトリア朝
（1837-1901年 )が見なす代表的なイギリス人は
主に王族と貴族であったが，20世紀のイギリス
を担った人物は学術と文化方面で活躍した人々
（文学者・ジャーナリストも含む）であったこ
とが知りうる。図書館の活動家たちも，20世紀
にはイギリス文化の一翼を担っていたわけであ
り，BLはこうした背景のもとに創設されてい
た。
Ⅳ　デイントン委員会報告
　BLの創設を後押ししたデイントン委員会と
はどのような委員会であったか。委員会に課せ
られた課題は，図書館の「経済性（Economy)
および効率性（Efficiency)」の追求であり16），
この委員会はこれを実現したのであった。その
ための措置が図書館の「合併」であった。これ
により，各図書館に内在した活動の重複は整理
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されていった。資料の面では，大英博物館図書
館の参考図書コレクションは別として，国立中
央図書館と国立科学技術貸出図書館の蔵書には
重複が見られた。すべての図書館でそれぞれに
対処していた書誌活動も当然，同じ資料につい
ては各所で作業が重なっていた。
　「デイントン委員会」以前にすでに，各種委
員会の勧告として国全体の図書館資源をどうす
るかが問題となっていた。その頂点とも言える
「パリー委員会報告」（1967年）の勧告17）には，
国立図書館の「合併」がすでに示唆されてい
た。この指摘の背後にあった事情は，この委員
会が「大学補助金委員会（University Grants 
Committee）」による任命であり，委員会には
大 英 博 物 館 の 館 長 フ ラ ン シ ス（Frank 
Francis），国立科学技術貸出図書館の館長アー
カートも名を連ねていた。委員会が取りあげた
のは，当然のこと，大学図書館への補助金の問
題であった。戦後その数を増やした技術系のポ
リテクニクはいずれも蔵書コレクションの不備
に悩んでおり，国からの配分補助は必要であっ
た。こうした教育機関に国立図書館の蔵書が利
用できないかとの指摘は勧告となって出てい
た。この委員会の指摘を取り上げた教育科学省
が，デイントンを議長にする委員会を任命した
のは，イギリスの図書館情報政策の流れとして
は自然な成り行きであった18）。デイントンは，
ノッチンガム大学の医学教育の改革で知られて
おり，大学補助金委員会の委員を務めてい
た19）。デイントン委員会が最小限の委員数（５
名）でわずか一年のうちに500項目に達する勧
告文をまとめ得たのは，こうした国家と図書館
界による意向がすでに定まっていたからであっ
た。
　デイントン委員会の報告を支えたのは，この
委員会に寄せられた全国の図書館や関係機関と
個人研究者の意見『主要文書証言集』20）であっ
た。A5版で総計720頁におよぶこの意見書には，
当該国立図書館はもとより，官公庁，全国の65
の大学，58の学協会 , 12の企業，20の個人から
の文書による意見が集められていた。全部でど
れだけの意見が寄せられたかは不明であるが，
およそ国全体の図書館関係者が国立図書館の問
題に関心を持っていたことは明らかであり，こ
れほどの具体的な提案の集成はかつての図書館
の歴史のなかにも例がないものであった。証言
内容は様々であったが，委員会はそのほぼすべ
てを勧告に反映させていた。中心となった勧告
は国立図書館の「合併」による新たな型の図書
館の創設であったが，図書館協力のあり方など
への意見も取りあげられていた。すぐには解決
が出来ない問題については「検討を要する」と
の勧告となっていた。例えば，大英博物館図書
館が伝統として構築してきた外国語資料（ロシ
ア語，日本語など）はその収集をやめて大学図
書館に任せるべきだとの意見もこの姿で取りあ
げられていた21）。このように，デイントン報
告は，先行する委員会報告の路線を継承し，国
が求める方向を明確にしていたと同時に，全国
の識者の意見をも吸収したうえで成り立ってい
た。
　デイントン報告に付録として記載された該当
国立図書館の調査（大英博物館図書館，国立中
央図書館，国立科学技術貸出図書館，国立科学
発明参考図書館）22）は，図書館調査の基本と見
なされるべきものであり，各図書館の利用者の
分析（居住地，職業，利用頻度，待ち時間，そ
の他）と利用した資料の分析（刊行年，利用形
態，その他）が外部の調査機関ならびに該当す
る図書館自体により調査されていた。これも委
員会の周到な準備のうえにされたものであると
見なせるものであった。
　「合併」を柱とした委員会の結論は，これに
反対するいくつかの組織からの反発を招いた。
国立科学技術貸出図書館と合併して文献貸出の
総合コレクションとなるよう勧告された国立中
央図書館は，ロンドンからヨークシャーに移行
することで自館の独自性が失われる，地域図書
館機構を傘下に従えてこそ活動が成り立つので
あり，大英博物館に隣接の地でなければその調
査機能が失われるという主張であった23）。委
員会のほうはすでに，複写資料の郵送貸出はロ
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ンドンでなくとも実現できるという国立科学技
術貸出図書館の館長アーカートの意見とこの図
書館の実績に共鳴していた24）。委員会自体が
おこなった「資料保存の費用検討」では，ロン
ドンでの資料保存がボストン・スパでの資料保
存の数倍費用がかかることを証明していた25）。
イギリス全土に書誌記録を提供していたイギリ
ス全国書誌機構も BLに組み込まれるのである
が，この組織も独立採算を実現し得た書誌刊行
事業の成功を根拠に，合併により職員の給与が
下がることを憂慮していた26）。しかし，この
反対もイギリス全土を網羅するシステムの実現
による「経済性および効率性」の追及の議論の
なかで論拠を失っていた。大英博物館図書館の
理事会と職員にも合併に反対の意見はあった
が，新館が実現し得ないことには将来がないと
ころまで切迫した事情の前には沈黙せざるをえ
なかった。合併によりロンドンを離れることを
拒否する職員にはしかるべき措置を新組織が保
証することで合意がなされていた27）。図書館
の「合併」は企業体の「合併」とは異なり，営
利によるものではないため，この事例で当初の
混乱は免れえなかったものの，イギリス政府
は，過去の慣例にならい，デイントン委員会の
勧告を尊重し，その実現を支援した。
Ⅴ　BL創設後の課題
　新たに発足した BLは創設当初，参考局，貸
出局，書誌サービス局の三局，および，本部付
属の研究開発部から成り立っていた28）。この
構成によって，図書館の機能のすべてをカバー
し，BLは発足以降かなりな成果をあげてきた。
特に国立図書館として他と比較して特徴的であ
ったのは，全国貸出を自館のコレクションから
すべてまかなうこと，および，図書館情報学の
研究開発に対する助成であった。市民全体に対
する国の中央図書館からの資料供給はその当
時，開発途上国は別として，他に例を見ないも
のであった。これが実現できたのは，国立科学
技術貸出図書館による合理的な貸出システムに
よる要求資料の充足率の高さによるものであっ
た29）。ここに利用者の要求形態の異なる人文・
社会科学資料が加わることで同じレベルの活動
が見込めるのかが疑問視されたものの，結果
は，充足率の同様な高率により明らかとなっ
た30）。BL に対する文献要求は，1995年度には
400万件に達しており，そのうちの百万件以上
が外国からのものであった。迅速かつ確実な要
求への充足がこうした実績を支えていた。発足
当初より2000年度までの文献供給センターへの
要求数の変化は次頁の図のとおりである。
　研究助成は，政府の機関であった科学技術情
報局の助成を継続させたものであるが，その時
すでに情報機関Aslib による研究成果の発表な
どでその実績は周知のものとなっていた。BL
はその後，毎年数万ポンドにおよぶ助成金を研
究開発のため支出していた。研究助成は，個人
またはグループの研究テーマに対してだけでな
く，会議・セミナーの開催や大規模な地域シス
テムの開発などにも向けられていた31）。この
結果，BLの資金による「研究報告」は2002年
までに2000件を越え，結果が報告されない例は
きわめて少なかった。BLの助成により実現し
た研究の主要なテーマには，利用者研究があ
り，地域をカバーする図書館システムの開発が
あった32）。利用者研究は，利用者要求の調査
であり，対象となったグループは，大学研究
者，大学院生，医師，看護師から各種職業人，
ファッション業界，人種グループ（中国系，ア
フリカ系など）にわたり，その要求実態が把握
されていた33）。地域システムでは特に「バー
ミンガム図書館協力計画（BCOP）」と「ロン
ドン・東南地区図書館システム（LASER）」が
知られていた34）。こうした研究への資金提供
は，これまた，学術研究面でのイギリスの地位
の確保にあるので，その背景には，イギリスの
研究立国への希求がうかがえるものであった。
　成立後の BLが果たしたもう一つの役割は，
国際化に向けての活動であった。国際図書館連
盟（IFLA）により成立した「国際書誌調整
（UBC）」の事務局は BLの書誌サービス局が，
ブリティッシュ・ライブラリー創設の背景-20世紀におけるイギリス国立図書館の変遷と機能の再検討-
Page:5無断転載禁止　
阪南論集　人文・自然科学編 Vol. 48 No. 1
6
「国際刊行物入手システム（UAP）」の事務局
は BLの貸出局（後の文献供給センター）が引
き受けたのは，BLがそれらの活動にもっとも
熱心であるとともに，計画を推進するのに最も
適した場所であったからである。イギリスはす
でに国際十進分類法の事務局を受け持ったこと
もあり，20世紀の世界の図書館界を指導する立
場にいたのであった36）。
　「合併」により新たに発足した BL は，組織
全体の合理化を実現し得たが，それとともに組
織拡大の方針を取らざるをえなかった。国立図
書館であるからには，他の資料コレクションを
も組織下に収めるべきだとの論理が働いたので
ある。その最大の併合が「インド局図書館」お
よび「国立音声資料館」の合併であった。そも
そもイギリスでは，大英博物館そのものが混合
資料で成り立っていた37）。インド局図書館も
様々な民俗資料のコレクションを扱っており，
国立音声資料館では音楽や有名人の演説，鳥獣
の鳴き声までも収集していた。これにより BL
は組織の改変をせざるをえなかった。各部局の
名称は発足以後に何度か変更された38）。
　BL の「戦略計画」が発表され始めたのは，
こうしたコレクション拡大がおさまった後の
1985年からであり，それは2005年までに６度に
およんでいた39）。なぜ，将来方針の表明であ
る「戦略計画」が何度も策定しなおされたので
あろうか。そこで見直されたのは，組織の合理
化であった40）。発足以来の「経済性ならびに
効率性」の追及の指針はなお生きていた。そし
てここにさらに加わったのが「収益率」の問題
であった。イギリスではすでに，大英博物館
が，文人の遺贈によるかなりな基金を持ってい
たし，文献複写の依頼は国立科学技術貸出図書
館の時代にすでに６万件を越えていた。旧大英
博物館図書館の所蔵資料は，世界各地の展示会
に出品されていたし，印刷物に掲載されてしか
るべき利益をあげていた。「戦略計画」はこう
した収益を全予算の３分の１にまで高めようと
していた41）。収益にこだわったのはどうして
図　1973年度─2000年度のＢＬへの文献要求35）
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であろうか。それは政府当局による新館の建築
を促進させるためであった。BL発足の1970年
代から1997年へと至る時期は，イギリスが経済
面で衰退という未曾有の局面を迎えていた時期
であった。イギリスは通貨の切り下げ，およ
び，インフレによる物価高に見舞われていた。
特に1979年からのサッチャー政権による財政の
「引き締め」は図書館にもおよび，新館どころ
か経常の資料購入費までが削減される状況であ
った42）。新館が実現しなければ，図書館活動
全体が停滞する。何回にもわたる「戦略計画」
は明らかに新館建設への催促であった43）。
　デイントン委員会の勧告では，大英博物館図
書館の要望にそって「ブルームズベリー地区の
博物館そのものと隣接して，新館が建設される
べき」と述べており44），博物館自体もそれ以
前からケンブリッジ大学建築学部教授のウィル
ソン（Colin St. John Wilson）に委嘱して新館
の設計に取り組んでいた45）。当初の案では新
館は，ブルームズベリー地区の大英博物館とは
通りを隔てた場所であり，大英博物館と対にな
る建物となる予定であった。しかし，この案は
地区の住民，および，「歴史的な建築を保存す
べき」との地区委員会の決定により見直しとな
り46），再度，新館の建設地の選定から始めな
ければならなくなった。1974年に新図書館の理
事会は，政府が提案したセント・パンクラス駅
の隣接の敷地を予定地として検討し，ここに決
定した47）。セント・パンクラス駅は，擬古典
様式の大英博物館とは異なり，ゴシック風の建
築物であり，1867年に完成したこの建物は，ヴ
ィクトリア朝市民には評判が悪かった。BLが
この駅の引き込み線の敷地に移転することを決
めた時期，この駅は新たな脚光を浴び，セン
ト・パンクラスは新しいロンドンの玄関と見な
されるようになっていた。ロンドンのヴィクト
リア駅に到着していたパリからの列車が，ここ
を終着駅としたからである。BLは大陸から来
る訪問者が第一に出合う場所となった。このた
め，ウィルソンの設計は変更され，セント・パ
ンクラス駅との釣り合いのため，さらには，前
庭の開放空間を広げて親しみやすい建築にして
いた48）。セント・パンクラスの新館は，イギ
リス医学史の中央図書館ともいえる「ウェルカ
ム財団医学史図書館」からも至近距離に位置し
ていた49）。
　しかしながら，新館の建設は遅れに遅れ，開
館式を迎えたのは BL の発足から約25年後の
1998年であった。この遅れの原因は，前述した
ように直接にはイギリス経済の「苦境」にあっ
た。新館建設は1979年から1997年まで続いたサ
ッチャー政権の時代であって，公共機関への支
援も見直されていた50）。当初の計画は何度に
もわたり見直され，その都度，建築家ウィルソ
ンは設計図の手直しを強いられた51）。計画が
長引くと，当然のことながら費用も嵩む。結
局，新館建設は，当初の予算をはるかに越え，
４億5000万ポンドという巨額なものになってい
た52）。この間，待たされた利用者は，大英博
物館の円型閲覧室の復活を求める運動を起こし
ていた53）。とはいえ，ようやく新館が完成し，
BLは新たな時代を迎えることになったが，予
定より狭くなった書庫は早くも増設を考慮せね
ばならなくなり，資料と事務局の多くをセン
ト・パンクラスからボストン・スパに移さねば
ならなかった54）。
Ⅵ　おわりに
　BLが2005年に「21世紀における図書館の再
定義」と題する「戦略計画」を発表したことは
本論の冒頭で説明した。その内容は，要約すれ
ば，21世紀に向かう図書館は情報技術の影響に
よって，その機能を抜本的に変えねばならない
かもしれないというものであった。資料のデジ
タル化およびインターネットによる情報流通の
革命という情報化の波は，図書館界を根本から
変えうる力を持っていた。資料そのものの形態
は変わり，それにともない資料保存の姿も変わ
り , さらに，電送方式による資料の提供と利用
のあり方も変更を余儀なくされうる。旧来の図
書館の機能とされてきた図書・雑誌といった文
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献の収集・保存・利用を基盤とする図書館の機
能は今後もさらに見直さねばならなくなるであ
ろう。情報を提供するメディア形態も変化しつ
つある。BLの文献供給センターに寄せられる
利用者要求（リクエスト数）は，2000年度を境
にして減少傾向に転じているかに見えるのも，
そうした状況が背後にあることが考えられう
る55）。こうした変化は，まさに BLが成立・発
展した時期に起きていた。BLをも含めて21世
紀の世界の国立図書館は，その機能の再検討を
余儀なくされている。
　その一方で，2003年，BLはこの図書館のイ
ギリス経済全体におよぼす「経済効果」の調査
を依頼して，それが投資額の4.4倍にあたると
の結果を得ていた。すなわち，もし BLが存在
しなければ，イギリスは年間２億8000万ポンド
の資産を失うことになる56）。こうした数字は
どこの図書館でも提示できるわけではない。こ
の数字には，20世紀全体にわたって継続されて
きたイギリスの図書館情報政策の結果が現れて
いる。
　このように，イギリスにおける図書館情報サ
ービスは，確実に国家の利益に向けて活動して
きており，その中核をなしていたのが BLであ
った。この図書館のサービス活動が国際図書館
連盟ならびに諸外国の図書館を含めた国際社会
に対しておよぼす有形・無形の貢献はすでに周
知のものである。本論は，こうした「情報立
国」としてのイギリスの図書館情報政策とその
中心に位置する BL創設の意義を検証する試み
であった。
〔付　記〕
　なお，本稿は2011年度阪南大学産業経済研究
所助成研究（C）「国立図書館の経済効果の算
定：ブリティッシュ・ライブラリーの顕在的お
よび潜在的価値の研究」における研究成果の一
部である。
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